
地
方
創
生
の
推
進

　

第
９
次
大
槌
町
総
合
計
画
で
は
、
人
口

減
少
や
少
子
化
の
進
展
な
ど
の
課
題
に
対

応
し
な
が
ら
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
、
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
創
出

や
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
交
流
人
口
の

拡
大
な
ど
、
地
方
創
生
に
向
け
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

第
９
次
大
槌
町
総
合
計
画
は
、
令
和
５

年
度
で
「
前
期
基
本
計
画
」
５
年
間
の
計

画
期
間
を
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
向
こ
う
５

年
間
を
期
間
と
す
る
「
後
期
基
本
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
後
期
基
本
計
画
」は
、「
前
期
基
本
計
画
」

に
掲
げ
た
「
基
本
方
針
」
と
「
基
本
施
策
」

を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
社
会
情
勢
の
変
化

や
、
国
が
進
め
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
」
を
鑑
み
、「
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
統
合

し
た
、
一
体
的
な
構
成
に
仕
上
げ
て
お
り

ま
す
。

　

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
推

進
し
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
魅
力
あ
る
人

を
育
て　

新
し
い
価
値
を
創
造
し
続
け
る

ま
ち
大
槌
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
と
行

政
の
協
働
の
も
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

組
織
体
制

　

事
務
を
重
層
的
に
管
理
し
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か

ら
「
課
長
補
佐
・
係
長
制
度
」
に
組
織
改

編
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
係
る
支
援
体
制
は
、
妊
娠
か

ら
出
産
、
子
育
て
期
に
か
け
て
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
い
た
し
ま
す
。「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
伴
い
、
健

康
福
祉
課
を
２
課
に
再
編
し
「
長
寿
社
会

課
」
を
新
設
し
、
施
策
の
実
施
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
初
予
算
編
成

　

令
和
６
年
度
予
算
は
、
第
９
次
大
槌
町

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
推
し

進
め
つ
つ
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
を
念
頭
に
置
い
た
予
算
編
成
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

総
額
１
０
１
億
７
百
万
円
を
計
上
し
、
対

前
年
度
比
で
５
・
33
％
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
特
別
会
計
当
初
予
算
は
、
対
前

年
度
比
で
、
特
別
会
計
全
体
は
５
・
15
％

減
の
30
億
１
千
２
４
８
万
５
千
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　

行
財
政
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
も
、

重
要
な
施
策
の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
成
果
に
つ
な
が
る
効
果
的
・

効
率
的
な
財
政
運
営
を
徹
底
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

令
和
５
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
額
」
は
、
２
月
20
日
時
点
で

９
億
円
を
超
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
寄
付

額
の
２
倍
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
令

和
６
年
度
も
町
内
事
業
者
と
連
携
し
、
当

町
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
特
色
の
あ
る

返
礼
品
の
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

財
源
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　

本
年
度
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10

年
度
ま
で
、
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
骨

格
と
な
る
「
第
９
次
大
槌
町
総
合
計
画 

後

期
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

産業・観光

地場産業の拡大▶「岩手ジビエ大槌鹿」「岩手大槌サ
ーモン」の支援継続▶︎特定地域づくり事業協同組合

「おおつち百年之業協同組合」による通年雇用と複
業化▶︎森林認証や藻場再生活動による環境保全と資
源管理▶地域資源の価値や魅力を活かした海業振興

商工業の推進▶︎「岩手大槌サーモン」「大槌産牡
か

蠣
き

」
を使った、新たな大槌ブランドの開発支援

観光物産の拡大▶︎食と海を活かした体験ツーリズム
の充実▶︎アニメの活用▶︎郷土芸能による観光施策の
継続

健康・福祉

こども家庭センターの設置▶︎子どもや保護者に寄り添った「児童福祉」「母子保健」の一体的支援

健康づくりの推進▶︎各種がん検診の自己負担を無料化

障がい福祉の推進▶︎サポートを受けながら共同生活を行うグループホーム設置の早期実現に向けた取り組み

教育・文化

大槌町教育大綱の改訂

生涯を通してつながる学びの推進▶「けやき共育事
業」による誰一人取り残さない学びの保障▶物価高
騰分の給食費の町負担

地域へと広がる魅力的な学びの場づくり
▶︎大槌高校魅力化推進事業

町民の学習活動の推進▶︎文化財保存活用地域計画の
作成着手▶（仮称）みんなの広場の方針決定

学ぶ環境の整備▶大槌学園教室へのエアコン設置

震災伝承▶︎（仮称）鎮魂の森整備

安全・快適

災害に強いまちづくりの推進▶大ケ口地区避難施設
の整備▶︎小鎚地区と金沢地区消防屯所の整備

自然環境の保全▶︎社会経済の安定も視野に入れた、
包括的な環境活動

快適な住環境・有害鳥獣対策▶︎捕獲体制の強化、緩
衝帯の整備

新たな交通ネットワーク▶︎乗合タクシーの実証運行
の継続▶町民アンケート結果を踏まえた町民バスの
ダイヤ改正▶三陸鉄道への新たな運行支援

施
政
方
針
演
述
要
旨

令
和
６
年
大
槌
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
野
公
三
町
長

が
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

将来を見据えた持続可能なまちづくり

協働による地域・まちづくりの推進▶︎行政と地域と
のつなぎ役となる支援員の配置

移住・定住の促進▶︎地域おこし協力隊の連携事業者
を拡大▶︎地域の活性化とまちづくり人材の定住

空き地・空き家対策▶︎「空き地空き家情報バンク」
によるマッチングサポート

行政手続きのデジタル化▶︎自治体ＤＸの推進▶︎業務
の効率化と町民の利便性向上

ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
住
民
説
明

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

町
民
の
皆
様
よ
り
多
く
の
声
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
言
に

つ
き
ま
し
て
は
、
具
体
的
な
事
業
実
施
の

際
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
進
め
る
「
後
期
基
本
計
画
」

を
着
実
且
つ
計
画
的
に
実
行
す
る
た
め
に

は
、
町
民
の
皆
様
、
各
種
団
体
や
関
係
者

と
現
場
で
向
き
合
い
、
対
話
し
な
が
ら
、

現
状
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
き
め
細

や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま

す
。

　

町
民
並
び
に
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
誰
も
が
「
こ
の
町
に
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
「
魅
力
的
」

で
「
安
全
安
心
」
な
ま
ち
の
実
現
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
大
槌
町
へ
の
「
愛
着
と
誇
り
」

を
持
ち
、「
次
世
代
に
継
ぐ
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。
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